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分子の構造
年度 H18 H19 H20 H21 H22

- 5,714 5,165 4,570 4,089

- 5 8 6 5

- 1,571 1,522 1,452 1,375

- 544 275 232 180

- 817 834 966 943

- 44 40 37 33

- - - - -

- - - - -

- 2,821 2,711 2,787 3,048

- 965 853 768 692

- 5,427 5,184 4,828 4,734

- ▲ 520 ▲ 903 ▲ 1,121 ▲ 1,848

※平成23年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。

将来負担比率の分子
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充当可能財源等(B)

(A)－(B)

一般会計等に係る地方債の現在高
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公営企業債等繰入見込額
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分析欄 
 将来負担額を充当可能財源等が上回るため当該比率は算出さ
れていない。従前からの計画的繰上償還の実施、地方債発行枠2
億円/年の設定などにより地方債現在高を逓減している状況であ
る。今後も毎年度実施している財政ローリングなどに基づき起債発
行の抑制・計画的な繰上償還の実施など将来負担の適切な把握・
管理を行い財政の健全化を図る。 

（8）将来負担比率（分子）の構造（市町村） 平成22年度 北海道沼田町 
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